





































































デジタル放送番組の利用については表 2 の結果となった。録画して授業で利用している割合は 3
～ 4 割程度となっている。アナログ放送が終了したことにより、授業で利用するためにテレビ放送





て使用できなくなることが増えるため、DVD メディアや Blu-ray メディアなどへの移行が望まれる。
今後の VHS 利用について質問を行ったところ、表 3 のようになった。6 割程度は VHS の映像デー
タを利用しない方向に向かうが、2 割程度は VHS から DVD/Blu-ray への変換を予定している。また、
その他としては、タブレット端末用に映像データを変換して利用するなどの回答もあった。











（図 2）。このデータの有効活用のためには光学式文字読取装置 (OCR) ソフトの利用が求められる。
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VHS に関しては、民生品の VHS/DVD/BD/HDD レコーダーを利用するのが最も手軽である（図
3）。これまでにも VHS から DVD へのダビングは行われてきた。以前であれば、VHS から DVD-
Video 形式へのダビングを行うと、DVD の画質が VHS の 3 倍モード程度になった（DVD1 枚に 2






の PC 本体の PCI スロットに装着するのが一般的であり、ノート PC などでは、CPU の性能不足も
あり難しかった。しかし近年ではキャプチャカードの増設なしに、USB 経由で映像を取り込むこ
とができ、ユーザへの技術的負担は小さくなってきている。その一方で動画編集についてはある程
度の知識と技術が必要であり、簡単にはできないというのが現状である。
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図 3　VHSの変換の一例
3.2 デジタルデータの保存、および利用環境について
デジタルデータの保存、利用環境についても検討した。近年ではローカルネットワークの
Gigabit 環境の構築が容易であり、これを利用することを考えた。結果として一般的なネットワー
クハードディスクによる接続が最も簡便であった。またそれ以外にネットワークドライブをローカ
ルドライブとして利用できる iSCSI の利用環境の調査および構築検討を行った。しかし、導入に際
して技術的なスキルが必要であったため、一般的には利用しにくいというのが結論である。
4. まとめ
本研究では、すでに持っているレガシーメディアからスムーズにデジタルメディアへの移行を実
現するための方法を調査、検討した。さらにデジタルメディアへの移行に伴い、マルチメディア教
室でのコンテンツの活用についても検討をした。
適切なデジタルメディアへの移行を行うことにより、従来よりも利用方法の幅が広がり、研究や
授業での効率的な利用が可能であることがわかった。しかしながら、適切な移行や利用方法は年を
経るごとに変化するため様々なメディア変換の方法および利用方法を研究する必要があるだろう。
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